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第 2 章では，本研究の解析に用いた l 次元モデルと分極イオンモデノレの 2 つの格子力学モデノレについ
て述べ，従来の実験結果をもとに層状物質の格子振動の一般的な特徴についてまとめている。
第 3 章では， Sns 2 と CdI 2 の幾つかのポリタイプのラマン散乱の実験結果について述べている。特に




















本論文は，その代表的なものに属するCdI 2 と SnS2 を取上げラマン及びブリュアン散乱分光法により
格子振動の振舞を調べて層間結合力の評価を行なったものである。
多くの新知見が得られているが，その主なものは次の通りである。
(1) Cdl zについては，ラマン散乱による種々のポリタイプの剛体層モードの測定値から 2 H-CdIzの
(001 )方向に伝播する横波音響モードの分散曲線を推定している。この分散曲線は，短距離力を考
えた l 次元モテ、jレで、説明でき，従ってCdl z の層間結合力は短距離力が支配的である乙とを明らかに
している。
(2) 同様に種々のポリタイプの E~ 対称光学モードのダビドフ分裂の測定から横波光学モードの分散曲
線も推定し， 1 次元モデルを用いて層内及び層間結合力についての評価を行なっている。
(3) SnS 2の 4H及び18H ポリタイプの測定から，その層間結合力はやはり短距離力が支配的であること
を見出している。




(5) CdIzのほか同じく層状のCdC々とCdBrz のブリュアン散乱の測定を行ない，弾性定数C 33 ， C 44 を決
定している口
これらの値から 1 次元モデノレを用いて層間結合力を推定し，カドミウムハライドがハロゲンの違い
にもかかわらず，ほぼ同じ結合力の値を示すことを見出している。
以上述べたように，本論文は層状化合物々性に関する多くの新知見を含み，物性工学に寄与すると乙
ろが大きい。よって本論文は博士論文として価値あるものと認める。
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